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平成 24 年２月期第２四半期累計期間における前期実績との差異及び 

通期業績予想に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 23 年４月 15 日に公表しました「平成 23 年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にお

いて、平成 24 年２月期の業績予想を未定としておりましたが、平成 24 年２月期第２四半期累計期間

（平成 23 年３月 1日～平成 23 年８月 31 日）の実績値と前期実績値に差異が発生しましたのでお知ら

せいたしまします。 

また、平成 24 年２月期通期業績予想を下記のとおりといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．前期実績と当期実績との差異について 
（1）個別（第２四半期累計期間：平成 23年３月 1日～平成 23 年８月 31 日）   （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失）

円 銭
前 期 実 績（Ａ） 2,664 △214 △224 △139 

△5,334 29 

円 銭
今 期 実 績（Ｂ） 2,602 △217 △218 △375 

△14,351 43 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △61 △3 5 △235 ― 

増 減 率（％） △2.3 ― ― ― ― 

 
（2）連結（第２四半期累計期間：平成 23年３月 1日～平成 23 年８月 31 日）   （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失）

円 銭
前 期 実 績（Ａ） 6,929 △162 △181 △336 

△12,876 87 

円 銭
今 期 実 績（Ｂ） 6,253 47 40 △301 

△11,522 29 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △676 209 221 35 ― 

増 減 率（％） △9.8 ― ― ― ― 



 

（3）差異の理由について 

＜個別＞ 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、東日本大震災後の商業施設内店舗における営業時

間の短縮や来客数の減少等の影響により、高級複合レストラン「XEX」を中心に３月度の既存店売

上高が前年を大幅に下回る結果となりました。４月度以降は回復基調にあるものの依然として厳し

い状況は変わらず、一方前下期に出店しました「XEX 日本橋」が当上期を通して貢献した結果、当

第２四半期累計期間の売上高は2,602百万円（前年同期比2.3％減少）、営業損失は217百万円（前

年同期営業損失214百万円）、経常損失218百万円（前年同期経常損失224百万円）となりました。 

また、当期純損益につきましては、特別損失として資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額85

百万円、子会社株式評価損13百万円を計上し、また法人税等調整額51百万円などを計上した結果、

当期純損失は375百万円（前年同期当期純損失139百万円）となりました。 

 

＜連結＞ 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、カジュアルイタリアンレストランを展開する

㈱SALVATORE CUOMO JAPANが連結業績に貢献したものの、平成22年12月に施設管理事業を展開する

第一ビルサービス㈱の全株式を売却し同社が連結対象外になった影響及び東日本大震災後に既存

店舗の売上が大幅に落ち込んだ影響から、売上高は6,253百万円(前年同期比9.8％減少)となりまし

た。一方、カジュアルイタリアンレストランを展開する㈱SALVATORE CUOMO JAPANの連結業績への

寄与と、前連結会計年度に実施した海外の不採算店舗の処理により海外部門の損益が改善した結果、

営業損益及び経常損益は前年同期比で改善し、営業利益は47百万円（前年同期営業損失162百万円）、

経常利益は40百万円（前年同期経常損失181百万円）となりました。なお、四半期純損益につきま

しては、特別損失として資産除去債務会計基準適用に伴う影響額122百万円、店舗閉鎖損失23百万

円を計上したこと及び法人税、住民税及び事業税106百万円などを計上した影響から、当期純損失

は301百万円（前年同期当期純損失336百万円）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．通期業績予想について 

（1）個別（通期：平成 23年 3 月 1日～平成 24 年 2月 29 日）          （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失）

円 銭
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ― ― ― ― 

―

円 銭
 今 回 予 想 値 （Ｂ） 5,482 △273 △281 △474 

△18,153 17

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増 減 率 （％） ― ― ― ― ― 

円 銭（ご参考）前期実績 
（平成 23 年２月期通期） 

5,623 △414 △430 △775 
△29,651 39

 
（2）連結（通期：平成 23年 3 月 1日～平成 24 年 2月 29 日）          （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失）

円 銭
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ― ― ― ― 

―

円 銭
 今 回 予 想 値 （Ｂ） 12,524 237 222 △295 

△11,321 65

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増 減 率 （％） ― ― ― ― ― 

円 銭（ご参考）前期実績 
（平成 23 年２月期通期） 

14,043 △92 △122 △786 
△30,085 79

 

（3）公表の理由 

平成24年２月期の業績予想につきましては、東日本大震災の影響により合理的な算定が困難であ

ったため未定としておりましたが、最近の状況及び現時点において入手可能な情報や予測等に基づ

き、上記のとおり業績予想を公表いたします。 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以 上 


